














































































































































わち、2020 年は中国共産党創立 100 年、2050
年は中華人民共和国建国100年ということに


































































































































































































































す。2012 年、北京や上海など 25 の省では最
低賃金が 20％上昇しました。2011 年には 24
の省が 22％、2010 年には 30 の省が 22％上


















































































































で、１平米あたりだいたい 50 元から 60 元ぐ
らいです。それに対して、土地の市場価格は
























































































































































































日中国交正常化 40 年、中国の改革開放 35
年、そろそろ一度、新しい考え方を導入する
段階に来ているのではないかと思います。中
華人民共和国建国も 60 数年、前半の 30 年は
革命と政治運動を中心にやってきて、後半の
30 年は経済建設を中心に進めてきました。こ
れからの 30 年のスタートは実は今年になり
ます。そういう位置づけの中でこれからの 30
年はどういうふうに制度設計を行うのか、日
中関係は今後どのような方向へ展開していく
のかについて真剣に考えるべき時期に来てい
るのではないかと思います。私の発表は以上
です。 
